
[城　門]　防備よりも格調を　江戸城から皇居へ　御三卿の門

  ↑皇居内堀の石垣。石積みの勾配が美しい。右は桜田門
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の御三家のほかに、跡目が絶えたときの押さえに自

八代将軍吉宗は、家康が決めた紀伊・尾張・水戸

分の子を将軍後継有資格者として御三卿を立てた。

田安家・一橋家・清水家である。田安家、清水家は

は現在の北の丸公園内に屋敷があったので、それぞ

橋からお堀を渡ると千代田公会堂が近いのだが、あ

まり利用する人はなく、常に閑散とししている。古びた

風情を楽しみたい方はぜひ行ってみるとよい。

いない。明治政府はその代償に平安神宮を作って京
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れの門が残っている。一橋家は堀の外で現在の丸紅

本 社 ～ 気 象 庁 の 辺 り に 広 大 な 屋 敷 が あ っ た 。

門は残っていないが日本橋川に一橋の名で橋が

掛っている。

御三卿は厳密には大名ではなく、領地も家臣もい

ない。従って城もないのだが、10万石の格式を与えら

れていた。だから門は立派なのだ。

　九段からの北の丸公園入口にある。ここを潜
ると日本武道館に至る。不思議なもので武道館
はその名の通りの造りなのだが、観客席の収容
力が大きいので、芸能人のイベントやコンサー
トに引っ張りだこだ。ここで演じられると大ス
ターだとの証明になる。およそ城門にはふさわ
しくない服装の若者が手を繋いで門を入ってい
く様子は、日本は平和だなあとの象徴にも見え
る。

　門の中の石垣も手入れが不十分で、人目につかない
と経費も掛けないのが残念。門の構えも小ぶりで、こ
れでも10万石かと思ってしまう。

徳川幕府の崩壊による城明け渡しで、江戸城は将

軍家から天皇家に持ち主が変わった。そこで皇室は

ここに引っ越すことにした。しかし、遷都と言うと京童

が騒ぐだろうと恐れた帝は「ちょっと行ってくる」と言っ

て江戸に来た。京の都から東にあるので東京となっ

たのだが、すぐ帰ってくると言ったきりいまだに帰って

↑ 田安門

一方清水門は北の丸公園の東側に位置し、この

都市民を慰撫し「時代祭り」を京の三大祭りにした。

しかし無血開城のおかげで城は生き残り（天守閣は

3代将軍のときの火災で焼失したままだが）、江戸の

町も生き残った。震災や戦災を超えて伝統が引き継

がれていることは文化の証しである。
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↑清水門


